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前年度K引続き，イカ機械化漁法の実用化，企業性の試験と八戸近海にかけるスノレメイカ漁場調

査を実施する。
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経過概要

本試験は前年ょ b始め，本年度K引続き継続事業として笑施している。本年度は前年の試験結呆

よD一部改修の予定であったが 試験紛のた勘侠査もあ 9，上栄削は前年度泡タの装備で，当初 5

右， 6九下旬よ 98五、'cr:均己又し，言 I1 3右、で訊献を千7った。

よ保持に治取倣(/_)弘正立.llkひKギヤードモーターの父診とを行った。

てω1試がI し凶キヤードモーターω副主主VC~ くの臼町ミ主主主し， 12}:JVCl亀除ブレーキをフけ，戻に

テストの予定であったが，次期調査の関係上止む左<， 1 2月上匂で本試験を打切った。

をた，望号、場調査は海津調査K主眼をないた Lめ，試験操業回数 19回K止った。

結果

1. 本機の改修なよび交換した点

イ 捲取機の改修

前年度までの捲取機は，長さ 75 cmで 2本の釣糸を捲取っていたが(ダブル捲き)荒天時各

酌糸のカラマリがみられたので 長さを 2日m広げ，カラマリの排除を考慮した。

また，各格取機の間隔が 50-60cmでるったが，とれを 1m前後まで広げた。

との党め，各舷 7台のものが， 5台と少〈左っftが，告と)糸のカラマリは全く排除され操業が円

滑化された。

前年度設置したギヤードモーターは 3P Sで，単在る動力源I'C過ぎ左かったが，本年度は 1

p Sとし，ギヤードモーター内I'C，従来の自動遮断機の作用をする電磁クラッチを入れ，ギヤ

ードモーターのみで釣糸の昇降運動が完全K自動化されるよう Kした。(前年度のものは，反

転上昇時K入手を必安とした。)

これKよ93:呈論的には，完盆自動化が左されたわけであるが，海上テストの結果は満足すべき

ものではなかった。それは下降から上昇K反転する時Kぁ9，この切換えが円滑に作動し念い

(前進中の白動車のクラッチ操作を誤 9，後進に入れた時，不快走音を発するが，そのよう念

状態)つま b完全に停止の状態1'C;1ら 7まいうちK反転K切換れると ζ ろK原因があると考え，

1 2月，電磁ブレーキをつけ，完全K停止の状態にないてから，反転上昇するように改良した

が，次期調査の関係で，本年度は実施出来左かった。
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2 漁獲性能

別表に掲げた通bで，操業白動漁獲高とも K当業船に比し極めて少しとの結果から直ちに

漁獲性能を求めることは早計と思われる。

自動イカ釣機と手釣との比較は，濃群と対する効率は或る程度認められるところであるが，薄

群に対しては総体的に釣獲率が低し この点に問題が残されている。

秋田水試では，変速機をつけ回転数を 31. 6 ~ 9 2 R P Mと巾をもたせ，操業中自由に変速出来

るよう Kし，薄群時Kなける釣j蔓率を手釣と同等まで引上げることが出来たと報告しているが，

東奥丸では昨年度よ D既にこ C試みを重ねているが，顕著左効果は認められるに至ってい念い。

また，健ヶ沢港所属船数隻が3 集社製イカヂ]機械を装備操業した結果によれば，その性能は手

釣の 6O~7 0 %程度あるといっている。

5目 スノレメイカ漁況と漁業試験結果概要
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本県太平洋沿岸のスノレメイカ一本釣漁業は例年 6月上匂~中匂よ b初漁期K入るが，本年は 6

月 12日に初漁がみられた。本年の初漁は昨 37年の 6月 5日の初漁に比べ 1日日余b遅れたが，

3 6年の 6月 14日より 2日早<， 35年のる月 7日よ bは 5臼遅れている。

本年八戸近海になける夏イカは，初漁期よ b割合好漁をみぜたが， 7 ~8 月にかけて，や』低調と

左iJ， ζの間の漁獲量は 21， 7 日日トン台を示した。過去 5ヶ年にかける八戸近海の夏イカの漁

獲量を示すと次のとなbである。(第 1表参照)

8月下旬頃から 10月上旬にかけて{71侮夏枯れの現象(漁胡薪〉がみられるが.本年の与え枯れ坑

象はζh数年来に比べ特に顕著であiJ，漁獲語文量も前年のわ 15 %， 3 6年。 33 %' 3 5年。

6. 6 '10程度K過ぎなかった。またこの夏枯剃両は仇年に比べて長<， 1 0月下旬まで続いた。こ

のため?月K人 D道東沖への出漁船が堵加し，そのフ三半が 10力一杯ユ島米向域で操業している。

(第 2表参照)

1 1月十て入り漸次八戸漁場が活溌と左iJ， 1 1月 2日から 71<揚け下増加し， 4， 5日頃には本格

的秋イカ漁の様相を示しだした。 6日Vては 1隻平均 1日トンのきれK見る豊漁があったが， ζ の

魚群は更K南方代広がり気仙沼以北代も豊漁をもたらしている。との魚群が 11月下匂K一時分

散傾向をみせたが 12月に入b再び漁況が活滋と念 !J， 1 1月， 1 2月には， 3 4司 500トン台

の71<1蕩け千がみられ.37年の豊漁よ bやL下廻ったが. 3 5年. 3 6年の漁獲量よ !J1 3， 8 0 0 

トン. 1 5， 4日日トン上廻っている。

本年秋イカ初漁期の特徴は岩手県沿岸が害恰早〈好漁とをiJ，漁場も沿岸寄に形成されたが，八

戸沖漁場はや』遅れ 10月中殆んど好訴事、が念かったことで，海洋条件からみて北海道からの南下

群が八戸持、場を沖通りし岩手県方面にあらわれたものと思われる。

本年秋イカの漁場からみた特徴は. {71降三鮫角 N~N 1 Er中及び SE (1中tて形成される漁場が，本年

は鮫角 E~ENE11中K主漁場が形成され. NE-SE沖にわずかみられた程度である。

過去 5ヶ年になける 11-12月までの八戸近海の秋イカ漁獲量を示すと次のとなDである。

(第 5表参照)

第 1表 おぞ! 6月 7月 8月 言十

3 5年 4、686屯 1 9， 1 0 6七 1 0， 4 3 1七 3 4， 2 2 3七

3 6年 6 1 2 8唱 627 1 0司 388 1 9. 6 2 7 

3 7年 9，9 1 4 1 2， 1 1 8 3， 7 6 0 2 5，7 9 2 

3 8年 5，7 4 3 9， 1 9 6 6， 8 3 9 2 1， 7 7 8 
一一一』ー 占



第 2 表 第 5 表

年》斗之町 ?月 10月 計 ゐ~ 11月 12月 雲ロ↓l 

3 5年 1 6.1 4 5七 2.口13七 18.158七 3 5年 18.865 t 1.843七 20.7 08七

3 6年 1.7 25 1.9口7 3.632 3 6年 1 4.8 8 3 4.21 0 1 9.09 3 

3 7年 4.721 3.452 8.173 3 7年 22司646 1 2.682 35.328 

3 8年 457 748 1.205 3 8年 19.696 14.877 i 34.573 

叉 33 - 3 8年のスルメイカ漁況の翠!を区分すると， 34年と 36 - 38年の双峰型と変則的念

3 3年の単峰型， 35年の 5峰型の 5っと念る。

ζの間の年変動傾向をみてみると.34年のピークの前後は好漁ではあったが不安定左漁況の型

を示し， 36年以降は量的には漸減気味であるが，安定した漁況の型を示しているものと考えら

れる。
月 期:J ，年次期j陸揚量 (八戸港)

千弘
昭 33 昭 36 

3 4 • .37  

b一一ー一一一--4 3 5 &一一一 一-4 38 

. 

11 ¥ 

!i J i l i 
iv i 

6月 明 朗明 1同一子百寸扇 銅 7月胡 1嗣 11月 1詞
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V 考察

自動イカ釣機は，既に実用化されつ』あるのが現状で，今後はこれを如何に普及させるか Y問題

であると思われる。自動イカ釘機導入に当 t. 漁業者間の最大の関心事は，手釣との釣獲差はど

うかという点であろう。手釣よ b漁獲成積がよければ勿論の ζ とほ三その線まで行っているのであ

れば，今直ぐにでも機械釣に転換する船主が殆んどだと居、われる。

自動イカ釣械の釣獲率の良否は，水中K j:，~ける釣糸の捲揚げ速度と，釣鈎自身の逗動状況にある

と考えられるので，今後の試験研究のポイントをその点にしぼって行〈方針である。

イカ針自動化への転換は，イカ釣漁業の経営の合理化κ直続しているもので，自動化K伴い今ま

で悩まされてきた釣子確保のための深刻左争奪合戦がら解放され，ホマチイカの悪習をも絶ち切る

ことが出来ょう。そして，船舶の運航，保全等のため雇入れている最低限度の乗組員で操業が可能

と左 t，余剰乗組員の手釣併用によ t，更K漁獲の向上が期待される。また全船機械釣K転換する

ζ とVてより，平均漁獲量も自ら定"it，手釣操業ょ b若干の平均漁獲量のダウンと在っても，これ

に対応し，魚価も安定したものを維持出来るものと考えられる。このためには，従来の個人酌から

共同釣へと移行していか左ければ左らず，制度上の障害もあろうが，近代的左イカ釣漁業経営の確

立のための一過程と思われる。

自動イカ釣機の性能の向上のためには.試験研究機関は勿論のこと，関係者一体となって努力を続け

て行かなければ左匂11.，，，徒手傍観し能率的なイカ釣機械が完成されたら，その時K転換しようとい

う市住自主な考え方でなしに，よ D積極自包に苅決する意慾が必安であろう。
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するめいか漁薬試験表

出和 38年度

出漁、
漁場位置

漁場水温。C

月日 表 面 10m 50m 10白n

6. 16 
飯角田〆&

12. 0 11. 80 8.96 
ESE2岳、23

9.72 

11 
17 ESE 2d 

12. 0 11.40 9. 36 8.90 

11 
19 

ESE 2ll 
12.0 12. 0日 7. 03 7.82 

11 
24 

F，A 1ア
12. 4 12. 20 8.6日 8.30 

11 
27 

Eftl 17 
10. 1 9. 70 9. 9口 7. 60 

大畑 75m 
7. 11 

E1/2N グ
14. 4 15. 05 11. 83 

10. 72 

11 

10. 14 
ENE ヨ 16. 6 

誠子句 75m 
18 

ル司V 2~ 
17. 2 17. 42 16.79 

15. 41 

11 75m 
21 

1'V'V 211 
16.9 17.口4 16. 32 

14. 92 

H 

11. 1 
N"'2W 24 

15. 8 16目06 16.0口 15. 47 

11 

51 i'ιA 24 
15. 2 15目42 14. 60 13. 3日

11 

71 Nl同 24 15. 1 14. 80 14. 40 10 日日

11 
11 

N 24 
14目? 15.30 15. 00 14.口口

11 
13 

ゆ今J24 
15. 1 15. 24 15. 17 14. 28 

11 24 -14 
.tY司町 27 

15.3 15. 40 15. 20 14. 1日

11 2ll-
18 

時円H: 2~ 
13.2 13. 40 13. 12 12.8日

11 
19 

N "53 
14. 8 14.75 14. 50 14.口口

11 
12. :1 

ElE 2ll 
13. 0 13. 2日 12.6日 12. 30 

H 

3! E土包 24 
13. 2 13. 40 13.30 1ム 8日

26 

東 央 丸

流向 操業 漁獲 天候 風J責m
流速 時間 函数 尾数 気温 気圧

S 16 0仕』 ~ 

23. 15 
15:ケ 1. 5日庄E

1~ 0 
1. 021 

田 17. 50-- C 
念、 21. 30 

1ιヶ 1. 600 1. 015 
16.0 

sw 18. 0(子、ぜ ひJ

緩 21. 20 
32 3， 200 1， 017 

13.日

17. 5吾』 F ESE 31 2， 48日 1， 016 
23. 10 12.0 

17. 5号、 B 
国 15 1， 050 1，日20

24. 00 14日

SE 18. 5仔』 B 
1.5 日2.20 

19 1，520 
18. 0 

1， 日日正1

回 17. 5ひ~ EC 

1. 0 18.45 
。 。

15.日
1，口22

S 17. 3伊、 BC 
1. 0 20 口口

。 日
11. 0 

1， 02日

S 18. 4仕』 C 
1. 0 02. 0日

93 4， 185 
12. 0 

1司口23

国 18日s'-' B 
1. 0 24. 00 

22 990 
13. 0 

1‘022 

S 17.日ひ、 EC 

1. 0 23.日C
409 18， 405 

13日
1， 029 

sw 16.4号、“ BC 
1. 0 21 日日

65 2、925
14. 0 

1， 020 

止沼 1ι4号、d
。

1.日 20. 15 
8 360 

12. 0 
1，口16

S 17. 日仔』 BC 
1. 5 21.3日

30 1， 350 
12口

1， 02日

S 17. 0ひ~ 豆3
0，5 04. 00 

1日る 4，77口
14. 0 

1，口2日

S 16.3仕、 B 
0.5 01. 30 

47 2司115
12. 0 

1， 022 

S 17. 日号』 BC 
1， 015 

1. 0 23. 30 
65 3. 250 

14.日

S杯.. ~ 16. 3仔』 G 

1. 0 24.日日
32 1， 600 

10. 0 
1.口27

5W 16.3ひ~ 。
O. 5 23. 00 

ι 300 
8. 0 

1. 025 


